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富
良
野
警
察
署�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番�
�
２
０
３
９

上 富 良 野 町 の
事 件 発 生 件 数

（９月１日～３０日現在）
１件☆事務所荒らし
２件☆器物損壊
１件☆車上狙い
３件☆人身事故
３件☆傷害
２７件☆物損事故
３７件計

９月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月15日は月15日は『道民交通安全の日』『道民交通安全の日』

(－３)３：人身事故発生件数
(±０)０：死 者 数
(－７)３：傷 者 数
(－５)２７：物 損 件 数

平成１６年
１０月号

輸送繁忙期の交通事故防止

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
寄
生
虫
の
一

種
で
、人
間
の
場
合
、卵
が
口
に
入
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
感
染
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が

寄
生
し
た
キ
ツ
ネ
や
そ
の
ふ
ん
に
直

接
さ
わ
っ
た
り
、汚
染
さ
れ
た
山
菜

や
沢
水
を
口
に
す
る
と
感
染
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
し
て
か
ら
自
覚
症
状
が
出
る

ま
で
に
数
年
か
ら　

数
年
か
か
り
、

１０

気
が
付
か
な
い
で
放
っ
て
お
く
と
悪

化
し
て
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
れ

ば
完
全
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、定
期
的
に
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、野
山
の
果
実
や
山
菜
な
ど

を
口
に
す
る
時
は
、よ
く
洗
う
か
十

分
加
熱
し（　

度
で
１
分
加
熱
す
れ

１００

ば
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵
は
死
滅
し

ま
す
）、キ
ツ
ネ
の
え
さ
に
な
る
残
飯

や
生
ゴ
ミ
は
放
置
せ
ず
に
き
ち
ん
と

処
分
す
る
な
ど
、感
染
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　

小
学
校
３
年
生
以
上
の
方

検
査
料
金　

無
料

検
査
内
容 

血
液
検
査（
３
㏄
ほ
ど

採
血
を
し
ま
す
）

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
健
康
診
断

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
７

検
査
結
果　

１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す

日
時　
　

月　

日（
水
）、　

日（
木
）

１１

２４

２５

受
付
時
間　

８
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
、　

時
〜　

時（　

日
は　

時　

１３

１６

２５

１７

３０

分
〜　

時
も
受
付
け
ま
す
。）

１８

会
場　

町
立
病
院

対
象
地
区　

本
町
、富
町
、錦
町
、中

町
、栄
町

そ
の
他　

対
象
地
区
以
外
で
５
年
以

上
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
も
受

付
し
ま
す
。

申
込
み　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、　

月　

日

１１

１６

（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

受
診
し
ま
し
ょ
う

無
料
相
談

無
料
行
政
相
談

総
務
課 
情
報
管
理
班
�
�
６
４
０
０

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
、
納
得
い
か
な
い
こ
と
な
ど
を

行
政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
て
、
解

決
を
図
る
『
行
政
相
談
』
を
、
毎
月

お
年
寄
り
と
家
族
の
悩
み
ご
と
相
談

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
６
９
８
７

　

北
海
道
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
家
族
の
悩

み
、
心
配
ご
と
な
ど
生
活
全
般
に
わ

た
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

開
設
日　

月
〜
金
曜
日
及
び
第
１
・

第
３
土
曜
日
。
た
だ
し
、
祝
日
と

年
末
年
始
（　

月　

日
〜
１
月
４

１２

２８

日
）
を
除
く
。

開
設
時
間　

９
時
〜　

時
１７

危
険
で
す

寝
不
足
・
積
み
過
ぎ
・
飛
ば
し
過
ぎ

　

毎
年
、
こ
の
時
期
は
農
産
物
の
収
穫
に
伴
い
貨
物
自

動
車
の
交
通
量
が
増
え
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
に
よ
る
交

通
事
故
も
増
加
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
や
雇
用
主
の
方
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

★
過
労
や
睡
眠
不
足
は
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
、
十
分
な

睡
眠
を
取
り
体
調
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

★
過
積
載
で
の
運
行
は
、
カ
ー
ブ
な
ど
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

り
、
制
動
距
離
が
延
び
重
大
事
故
の
原
因
と
な
る
の
で
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

★
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
危
険
で
す
か
ら
、
速
度
を
ひ
か
え
て

安
全
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

【
雇
用
主
の
皆
さ
ん
へ
】

◆
業
務
量
の
増
大
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
過
度
の
負
担
を
か
け

る
こ
と
は
事
故
の
原
因
と
な
る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
荷
主
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
に
過
積
載
を
さ
せ

る
こ
と
は
、
事
故
の
原
因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
会
社
の
責

任
も
取
ら
れ
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

か
で
る
２
・
７　

２
階

一
般
相
談　

一
般
相
談
員
が
受
け
ま

す
。

専
門
相
談　

医
療
・
法
律
・
年
金
・

福
祉
用
具
と
住
ま
い
の
4
分
野
に

関
す
る
専
門
家
が
相
談
を
受
け
ま

す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
方
法　

電
話
、
来
所
、
手
紙
、

F
A
X

相
談
電
話

　
�
０
１
１
‐
２
５
１
‐
２
５
２
５ 

　
�
０
１
１
‐
２
５
１
‐
６
１
５
６

住
所　
�
０
６
０
‐
０
０
０
２

　

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目



募
集
し
ま
す
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▼
ワ
ー
ド
中
級
コ
ー
ス

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」
を

初
め
て
使
う
方
を
対
象
に
、
電
源
の

入
れ
方
と
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
の
日
本

語
入
力
、
か
な
漢
字
変
換
、
文
字
の

修
正
を
練
習
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

・　

・　

・　

日

１１

１６

１８

２５

３０

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

６
千
円

▼
エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー
ス

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」

を
使
い
、
数
値
入
力
と
四
則
演
算
を

習
得
し
ま
す
。

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
2
6
1
9

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
６
９
８
７

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
次
の
方
々
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

○
旧
軍
人
等
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者

の
方
（
請
求
を
行
う
こ
と
な
く
亡

く
な
ら
れ
た
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺

族
の
方
）

○
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

１７

３１

請
求
書
類　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策

班
窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

※
資
格
要
件
な
ど
詳
し
く
は
独
立
行

政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

ま
で

　
�
０
１
２
０
‐
２
３
４
‐
９
３
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp/

改
正
さ
れ
ま
し
た

消
費
税
法
の
一
部
改
正

富
良
野
税
務
署 
調
査
部
門

�
�
２
１
４
４

税
法
に
基
づ
く
帳
簿
の
記
載
や
請

求
書
等
の
保
存
が
必
要
で
す
。
特

に
、
本
則
課
税
で
申
告
さ
れ
る
方

（
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
な

い
方
）
は
帳
簿
の
記
載
及
び
請
求

書
等
の
保
存
が
な
い
場
合
、
仕
入

税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

２
説
明
会
へ
の
出
席
又
は
記
帳
指
導

を
希
望
の
方
は
、
説
明
会
の
開
催

予
定
ま
た
は
指
導
機
関
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

贈
呈
し
て
い
ま
す

北
海
道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院
学
生

北
海
道
立
旭
川
高
等
技
術
専
門
学
院

�
０
１
６
６�
６
６
６
７

科
目　

電
子
学
科
・
自
動
車
整
備
科
・

印
刷
デ
ザ
イ
ン
科
・
色
彩
デ
ザ
イ

ン
科
・
建
築
技
術
科
・
造
形
デ
ザ

イ
ン
科

定
員　

各
科　

名
２０

※
推
薦
入
学
の
定
員
は
６
名
で
各
科

定
員
の
内
数

期
間　

２
年
間

応
募
受
付
期
間　
　

月
１
日
〜　

日

１１

２０

応
募
資
格　

学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
方
。（
平
成

　

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を
含

１７む
）
若
し
く
は
、
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
方
。

選
考
日　
　

月
６
日

１２

選
考
科
目　

学
力
試
験
（
国
語
・
数

学
）・
職
業
適
性
検
査
・
面
接

必
要
経
費

お
忘
れ
な
く

小
学
校
新
入
学
児
童
の
健
康
相
談

教
育
委
員
会 
教
育
振
興
課 
学
校
教
育
班

�
�
６
６
９
９

　

平
成　

年
度
、
小
学
校
に
入
学
さ

１７

れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
内
科
検

診
、
歯
科
検
診
、
健
康
相
談
等
を
行

い
ま
す
。

対
象
者　

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら

１０

平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

１１

れ
た
お
子
さ
ん

日
時　
　

月　

日（
木
）〜　

日（
金
）

１１

１１

１２

　

９
時　

分
、　

時　

分
、　

時

３０

１０

３０

１３

　

※
い
ず
れ
も
受
付
は　

分
前
か
ら

１５

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

※
保
護
者
の
方
に
は
各
時
間
帯
別
で

案
内
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

・　

・　

・　

日

１１

１６

１８

２５

３０

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

７
千
円

※
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、
会
場
は
富

良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
富
良
野
市
西
麻
町
１
番
１
号
）

　

で
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

検
定
料　
　
　
　
　
　

２
千　

円
２００

　

入
学
料　
　
　
　
　
　

５
千　

円
６５０

　

授
業
料
（
年
額
）　

万
１
千　

円

１１

６００

　

実
費
経
費
・
１
年
次
（
教
科
書
・

　

私
物
工
具
・
研
修
費
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　

万
円
〜　

万
円

１１

１９

　

消
費
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ

１６

て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点

１
事
業
者
免
税
点
の
引
下
げ

　
　

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
課
税

期
間
の
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税

売
上
高
の
上
限
が
１
千
万
円
（
改

正
前
３
千
万
円
）
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

２
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の
引

下
げ

　
　

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
で
き
る

課
税
期
間
の
基
準
期
間
に
お
け
る

課
税
売
上
高
の
上
限
が
５
千
万
円

（
改
正
前
２
億
円
）
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
個

人
事
業
者
は
平
成　

年
分
、
事
業
年

１７

度
が
１
年
で
あ
る
法
人
は
平
成　

年
１７

３
月
末
決
算
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
①
課
税
期
間
の
特

例
（
課
税
期
間
の
短
縮
）、
②
中
間
申

告
の
申
告
・
納
付
回
数
、
③
総
額
表

示
の
義
務
付
け
な
ど
の
改
正
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

１
消
費
税
の
課
税
事
業
者
は
、
消
費

第
１
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
　

月
２
日（
火
）　

時
〜　

時

１１

１３

１６

　
　
　
　

月
７
日（
火
）　

時
〜　

時

１２

１３

１６

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
か
み
ん
」
相
談
室

　

※
右
記
以
外
で
も
手
紙
や
電
話
で

　
　

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員　

松
田　

徳
三

　
�
０
７
１
‐
０
５
５
１

　

上
富
良
野
町
本
町
３
丁
目
６
番
４
号

　
�
�
２
６
４
０
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町営バス 里仁・江幌・静修線
時刻と一部路線が変わります時刻と一部路線が変わります

　平成１６年１２月１日から平成１７年３月３１日までの冬期
間、里仁・江幌・静修線の時刻が冬時間に変わるととも
に、一部路線が変わります。
　里仁・江幌・静修線の各停留所に、冬時刻が掲示され
ていますのでご確認のうえ、お間違えのないようご注
意ください。

問合せ　総務課 総務班　��６４００

役場庁舎の
課の配置が一部変更になります
　平成１６年１１月１日から保健福祉課が役場庁舎
から保健福祉総合センター「かみん」に移転し
ます。
　移転後の役場庁舎の配置については、１階正
面及び右側に町民生活課、左側に建設水道課が
配置されます。

問合せ　総務課 総務班　��６４００

　詳しくは、富良野警察署��０１１０、上富良野交番�
�２０３９、役場町民生活課生活環境班��６９８５へお問い
合わせください。

道路交通法が一部改正になり、規則・罰則が強化されました道路交通法が一部改正になり、規則・罰則が強化されました
平成１６年６月９日に公布された改正道路交通法の内容は？

平成１７年６月までに施行
　①高速道路での自動二輪車の二人乗り解禁②二
　人乗り禁止違反の罰則強化③二人乗り禁止違反
　の自動二輪車に対する停止命令等
平成１８年６月までに施行
　①放置車両の使用者に対する「放置違反金制度」
　新設②放置駐車の取締りの一部を民間委託
平成１９年６月までに施行
　「中型免許」の新設

レッカー移動された放置車両の保管期間
３か月→１か月に短縮

レッカー移動・保管された放置車両の所有者等が
不明の場合、警察署長がその車両を売却（廃棄）
処分できるまでの期間が公示後３か月から１か月
に短縮されます。

飲酒運転の呼気検査を拒否すると
５万円以下の罰金→３０万円以下の罰金

集団暴走行為をすると
２年以下の懲役または５０万円以下の罰金、
点数（２５点）は従来どおり

集団暴走行為とは
…車やバイク２台以上で行う信号無視・蛇行運転・
広がり走行等

従来は迷惑や危険を受
けた人がいなければ適
用されなかった

被害者の有無に関
係なく、しただけ
で罰則適用

→

点　数 ２点（従来どおり）

消音器不備車両を運転すると
消音器不備車両とは
…消音器（マフラー）を備えていないか、消音器
を改造した車やバイクを運転すること。

罰　則 ２万円以下の罰金→５万円以下の罰金

大型  6,000円→7,000円
普通・二輪  4,000円→6,000円
原付  3,000円→5,000円

反則金

携帯電話、ＰＨＳ、自動車電話等を
運転中に手に持って通話したり、
画面を注視すると（メールなど）

大型  7,000円　普通  6,000円
二輪  6,000円　原付  5,000円

反則金

点　数 １点

交通の危険を生じさせた場合は従来どおり

大型  12,000円　普通  9,000円
二輪    7,000円　原付  6,000円

３月以下の懲役または５万円以下の罰金

２点

罰　則
反則金

点　数

平成１６年１１月１日施行平成１６年１１月１日施行

騒音運転をすると
騒音運転とは
…他人に迷惑を及ぼす騒音を生じさせるような急
加速や空ぶかしなど

罰　則 ５万円以下の罰金
大型  7,000円　普通  6,000円
二輪  6,000円　原付  5,000円

反則金

点　数 ２点（従来どおり）

新規施行
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公共工事等の入札結果 （８月～９月執行分）
入札執行日落札金額落札業者工事（事業）名

H１６.８.２５32,200,000円高橋建設㈱西部地区簡易水道里仁浄水場（膜ろ過）施設
整備工事（その２）

H１６.８.２513,500,000円高橋建設㈱東１条通り整備工事
H１６.８.２59,800,000円㈲田中電気社会教育総合センター監視盤取替工事
H１６.８.２54,450,000円フクタカ工業㈱公民館大ホール屋上改修工事
H１６.９.９114,300,000円佐川・木津経常共同企業体泉町北団地町営住宅新築工事（建築主体工事）
H１６.９.９18,460,000円㈱西塚清掃社泉町北団地町営住宅新築工事（機械設備工事）
H１６.９.９12,080,000円㈲大久保電気工業社泉町北団地町営住宅新築工事（電気設備工事）

H１６.９.９57,500,000円北海道富士電機㈱西部地区簡易水道里仁浄水場（膜ろ過）施設
整備工事（その３）

H１６.９.９61,300,000円磯村豊水機工㈱西部地区簡易水道里仁浄水場（膜ろ過）施設
整備工事（その４）

H１６.９.９3,600,000円㈲志賀住宅設備社会教育総合センター温水ボイラー更新工事
H１６.９.９3,250,000円鹿取永井工業㈱上富良野町立病院高圧ボイラー還水槽取替工事
H１６.９.２８8,700,000円㈲黄田建設上富良野町立病院医師住宅改修工事

※入札結果については、
　「行政ホームページ」
　でも随時お知らせし
　ています。

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちまちででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる進めている工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事工事平成
１６年度

と　き　１２月４日（土）　１７時３０分開場　１８時開演
ところ　富良野文化会館大ホール
入場料　５００円（小学生以下無料）
　　　　お子様向けの曲も用意しています。
チケット販売所
　　　　富良野文化会館、ミュージックランドおお
　　　　みち（富良野市）、竹本醸造元（中富良野町）、
　　　　大道時計楽器店（上富良野町）、グリル青山
　　　　農場（南富良野）
問合せ　ミュージックランドおおみち��２２１１

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

（
２
０
０
４
年
９
月
）

『
概
況
』

　
　

‐
２
火
口
の
噴
煙
活
動
は
依
然
活
発
で
火
口
内
は
高
温

６２
の
状
態
を
維
持
し
て
お
り
、
火
山
活
動
は
や
や
活
発
な
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
４
月　

日
以
降
、
火
山
性
微
動
や
有
色

１９

噴
煙
は
観
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
様
な
現
象
は
今
後
も

繰
り
返
し
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

『
地
震
お
よ
び
微
動
の
発
生
状
況
』

　

今
期
間
の
火
山
性
地
震
の
回
数
は
１
日
あ
た
り
０
〜
３

回
で
少
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
火
山
性
微
動
は
４

月　

日
以
降
観
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

１９
『
噴
煙
の
状
況
』

　
　

‐
２
火
口
で
は
活
発
な
噴
煙
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

６２
噴
煙
は
白
色
で
高
さ
は
火
口
縁
上
お
お
む
ね　

ｍ
で
経
過

２００

し
ま
し
た
。

『
地
殻
変
動
の
状
況
』

　

西
麓
で
の
G
P
S
連
続
観
測
で
は
、
火
山
活
動
に
関
連
す

る
と
考
え
ら
れ
る
変
動
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

『
調
査
観
測
の
結
果
』

　

９
月　

〜　

日
に
調
査
観
測
を
実
施
し
ま
し
た
。

１１

１５

　

‐
２
火
口
で
は
引
き
続
き
活
発
な
噴
煙
活
動
と
高
温
の
状

６２態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
火
口
も
８
月
の
状
況

と
比
べ
て
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【　

‐
２
火
口
】

６２

　

活
発
な
噴
煙
活
動
が
続
い
て
お
り
、
火
口
縁
で
は
強
い
刺

激
臭
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
西
側
火
口
底
に
は
、
６
月
お
よ

び
８
月
と
同
様
に
透
明
な
火
山
ガ
ス
を
勢
い
よ
く
噴
出
す

る
非
常
に
活
発
な
噴
気
孔
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
赤
外

熱
映
像
装
置
に
よ
り
測
定
し
た
噴
気
孔
の
温
度
は
約　

℃
２００

で
し
た
。
約　

m
離
れ
た
地
点
か
ら
の
測
定
の
た
め
、
実
際

１６０

の
温
度
は
か
な
り
の
高
温
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

�
０
１
６
６�
６
３
６
８

統計調査まめ知識②
　国の行政機関が行う指定統計調査は、その統計
調査についての企画・調査票の設計等は通常、その
行政機関の統計実施部局が自ら行います。
　統計調査（実査）は、国が直接実施する場合、都
道府県（統計主管課又は事業主管課）や市町村等へ
委託して実施する場合及び国の地方支分部局を通
じて実施する場合があります。
　「工業統計調査」（１２月３１日）、「農林業センサス」
（２月１日）、「国勢調査」（１０月１日）は、北海道
と市町村が国から受託して実施されます。

総務課 情報管理班　��６４００

第１４回定期演奏会富良野吹奏楽団



・
親
が
骨
粗
鬆
症
だ
っ
た
人

・
お
酒
を
よ
く
飲
む
人

・
タ
バ
コ
を
吸
う
人

・
乳
製
品
を
あ
ま
り
と
ら
な
い
人

・
胃
腸
の
切
除
を
し
た
事
の
あ
る
人

・
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
使
用
、
副
甲
状
腺
機

能 
亢
進 
症
が
あ
る
人

こ
う
し
ん

な
ど
が
、
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

あ
な
た
は
い
く
つ
、
心
当
た
り
が
あ
り

ま
し
た
か
？

　

骨
づ
く
り

　

で
は
、
牛
乳
や
小
魚
を
摂
る
以
外
に
何

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

　

立
派
な
家
を
建
て
る
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
木
材
だ
け
が
あ
っ

て
も
、
家
は
建
ち
ま
せ
ん
ね
。
釘
や
ト
ン

カ
チ
な
ど
の
他
の
材
料
や
道
具
、
そ
れ
か

ら
、
力
持
ち
の
大
工
さ
ん
が
必
要
で
す
。

　

丈
夫
な
骨
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
だ

け
で
な
く
、
吸
収
を
助
け
る
他
の
様
々
な

栄
養
素
の
働
き
や
、
適
度
な
運
動
の
刺
激

が
あ
っ
て
作
ら
れ
る
の
で
す
。

　　

や
っ
ぱ
り
主
役
、
カ
ル
シ
ウ
ム
！

　

成
人
男
性
で
は
約
１
㎏
、
女
性
で
は
０
・

７
㎏
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
の
中
に
蓄
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
」
の
中
で
一
日

の
摂
取
量
は　

㎎
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

６００

が
、
骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
は　

㎎
が
必
要

８００

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

は
毎
日
牛
乳
を
飲
ん
で
い
る
し
、

　
　
　

小
魚
も
大
好
き
だ
か
ら
、
骨
粗
鬆

症
の
心
配
な
ん
て
な
い
わ
！
」と
、
思
っ
て

先
月
の
町
立
病
院
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た

方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
方
も
今
月
号
を
読
み
な
が
ら
、

も
う
一
度
《
自
慢
の
骨
》
づ
く
り
を
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

骨
粗
鬆
症
＝
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
？

　
『
骨
の
生
活
習
慣
病
』
と
呼
ば
れ
る
く
ら

い
で
す
か
ら
、
骨
の
新
陳
代
謝
に
は
カ
ル

シ
ウ
ム
の
摂
取
量
だ
け
で
な
く
、
食
事
は

も
ち
ろ
ん
運
動
の
習
慣
や
、
生
活
の
仕
方
、

そ
の
人
の
遺
伝
的
素
因
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

・　

歳
く
ら
い
ま
で
運
動
を
あ
ま
り
し
な

３０か
っ
た
人

・
急
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
行
っ
た
人

・
閉
経
が
早
か
っ
た
女
性

　

近
年
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
他
の
栄

養
素
は
所
要
量
を
超
え
て
い
る
の
に
、
日

本
人
の
平
均
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
だ
け
は

唯
一　

㎎
と
、
所
要
量
を
下
回
っ
て
い
ま

５７５

す
。

　
　

㎎
の
カ
ル
シ
ウ
ム
。
こ
れ
は
一
日
三

８００
食
、
主
食
と
副
食
を
毎
回
そ
ろ
え
、
更
に

牛
乳
・
乳
製
品
を
加
え
て
よ
う
や
く
取
れ

る
量
で
す
。

　

骨
量
が
一
番
増
え
る　

〜　

代
の
若
い

１０

２０

方
に
、
朝
食
の
欠
食
や
や
せ
志
向
が
目
立

つ
の
は
と
て
も
心
配
で
す
。
ま
た
、
高
齢

者
で
は
、
食
事
の
量
自
体
が
減
っ
て
し
ま

う
方
が
多
い
上
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
苦

手
な
方
が
多
い
こ
と
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不

足
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
は
他
の
も
の
に

比
べ
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
に
効
率
よ
く
吸
収

さ
れ
る
の
で
、
一
日
１
〜
２
回
は
と
り
た

い
も
の
で
す
。
牛
乳
・
乳
製
品
が
苦
手
な

方
も
、
大
豆
製
品
や
海
藻
類
を
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
助
け
マ
ン
・
お
ジ
ャ
マ
虫

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
へ
の
吸
収
を
助
け
て

く
れ
る
代
表
と
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
や
Ｋ

が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
鮭
や
マ
グ
ロ
、
さ
ん
ま
、

き
の
こ
類
に
多
く 
（
こ
れ
か
ら
旬
で

す
！
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
、
納
豆
や
緑
黄
色

野
菜
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

　

逆
に
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
加
工
食

品
に
多
い
、
リ
ン
や
食
塩
を
と
り
過
ぎ
る

と
、
せ
っ
か
く
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
に
吸

収
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
り
、
体
の
外
へ
出

さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

　

理
想
的
な
食
事
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
、
古
く
か
ら
の
日
本
食
の
様
式
に
、
牛

乳
や
乳
製
品
を
加
え
た
形
が
、
自
然
と
こ

れ
ら
の
要
素
を
満
た
し
や
す
い
よ
う
で

す
。

　

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
日
な
た
ぼ
っ
こ
を
！

　

生
活
ス
タ
イ
ル
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
、
持
久
力
を
養
う
目
的
の
有
酸
素
運
動

で
、
適
度
な
骨
へ
の
負
荷
を
与
え
る
こ
と

が
、
骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
　

分
程
度
の
歩
行
を
朝
晩
、
一
日
２
回

３０
く
ら
い
が
理
想
で
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に
働
く
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
光
に

当
た
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
の
方
は
、
家
の
中
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
で
す
が
、
一
日
一
回
は
屋
外
に
出

て
散
歩
を
し
た
り
、
窓
辺
で
日
な
た
ぼ
っ

こ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「骨粗 鬆 症」
しょう

管理栄養士　伊藤 　悠
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